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オーストラリアの海藻

1. 紅藻娯: ゴユオトリタム族，ウシケノ 9族

及びウミゾーメン族

T.. LEVRING: The madne Algae of Australia 
1. Rhodophytα Goniotricha1es， Bangiale8 and Nemαlionales. 

凶RKIVFOR BOTANIK. Band 2. nr. 6， 1953， pp. 457-530) 
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本警は著者自身が1947-1948年に豆りオ【ストラリアを踏査し叉ルシドやダプリンを

始め多くの勝菜室を歴訪研究せる結果で，該地方の 7 ロラの第1報である。本著にはS族

7科25属71種(内新種15種及び未発表種1種認定，更に新結合種1種)を含んでいる。

新種として次のものを記載した。

Erythrotrichia au8tralis; Poryphyra denticulatα" P. Lucαsii; Acrochaetium 

unifilum， A. 8ubsimple.'I:， A. .pulvinatum， A. effu8um， A. 8ubreductum， A.世ut'グー

orme; KyZ，伽旬 αustralis; Cotαconema delise，僻 LiagoracraS8a; GloiophZ，ωα 

Perrini; &ina旬 Moreto'nensis; Bonnemaisonia australis. 

叉 Callithα，mnionradica悶 HARVEYは Acrochaotiumに入れられた。 未発表

種 Hel'協伽，thoraαustrαlisJ. AG.を認めてし、る。

新品種として Helm伽，thocladiαα制 tralisHARv. f. ramosissima; Helm伽thora

australis J.ムG.f.句nphytica， f. pyramidalisを記載した。

::#cに本著から興味のあると思われはる若干種或いは本邦と関係深い種を拾ってみるに

Poryphyra仰 iadumAND，ERS.は体が多層であるという点に於て特徴的な種類Tある。

P. denticulatαLEVR.は鋸歯縁を有するー重構造である。この様な特徴を有する既知種

は P.a1'øolatα• 8uborbiculata， dentatαの8種が知られているが，本種は習性，生殖器

官の配列:及び構造が異なっているという。 Helm伽thocladiaaustralis HARv.ペユモッ

ク，之は日本から記載されている(岡村，図譜.4，p.21)が著者自身も日本のある標品を

読ベ多くの点で類似しているけれども本種の極めて典型的な同化糸の「大きい末端細胞J

が才ーストラりア及びユュージーランド産植物よりも小さく同種は同ーとは恩われないと

述べてし必。 Liα，goracr佃 saLEVR.は，アガードが L.叩 lidavar. austraωsica J. 

AG.と命名したルンドの陪菜室の標品から種として独立させ新種とした。そしてこの種は

山田 (1938， p. 8 2えぴ p.11)の L.robustα及び L.Boorge8eniiに極めて類似すると

いう。 L偏;gorafari叩 saLAMOUR.本種はJ、ーペーが L.Chey削仰αHARv. として

記載したが， Cのォーストラりア種はペルゲーゼンにより L.f'αrinosaに帰属し， この

種は著者及び山田によって極めて詳細に記載された。叉これは可成り変化し易くアガード
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の陪菜室に L.αザtoniがあるがこれは本種が特に弱く石氏化したものにすぎないと述べ

ている。 GloiophloeaSc伽α'ioidesJ. AG.ユ七7 サノリ。この際極は Sc伽 α4αf1tγcellαtα

J. AG.である。七ツ チェノレの Sc似αω のモノグラフは，ベノレグレンのニュ ージーランド

擦品や S.jU1・cellatαの如きアガードの記械に基づき原標本を見る機会をもたなかった。

実際にこの S.fU1'cellαtα も引の G.Sc伽 αioidesも該地方には見出されていなし、。そこ

でベノレグレンの;種は Pse1tdogloiolJhloeαBe1・gg1-eniiの名を示唆したい。又七ツ チェノレの

多くの種田はこの新属に川・属するであろう。このことは後日論 じ度t、と思う 。しかし著者

は真の G.sc伽 aioidesを採集したが， 七ツチェノレの記放した)]&1謹は発見出きなかった。

そしてアガー ドの原図には見当らなし、。 そこ で著者は引の Gloiophloeα種に於ては，

Sc似α仰 にみられる胞越は存しないと結論してしる。更に~~沼は l-Ielmiηthio]Jsis γoseα

を G.sC'inαioidesに帰J，1!，させた。 Sc'i1w'iαM01・etonensisLEVR.は S.Johnstoniαe及

び S.j'叩 onicαに最も近し、が)]包砲立び下皮細胞の大きさ形に於て異なるとL、う o Pseudo-

sc仇 α似 α1tstralisSETCHELL本題は七ツチェんによって sc初白似fω'cellα仰と分却さ

れた。 七ツチ ェノレは Pseudosc伽 α仰 属 は Scinaict属から琵果の構造に於て真.なると L、

うが著者はその発注を制べたが七ツチェノレの言 うほどではないとし、う。これはスベデリウ

ス (Galaxaura，1912， p_ 148)も認めていると述てゐる。 Clwetαηgiumj，αstigi，αt1t1n 

(BORY) J. AG.原標本研究の結果 Ch.l?:ηg1dαは本種にj，ti'J，厄させられた。Aspαrαgops'is

tαzヴ'ormis(DELlI.E) COLLlNS and HERVEY.この睦E裂は A.S，α押'jo1'd加 1α の名前でオ

ーストラリアに知られ，FELDMANNが言-ぅ織に DELlLEが品custωゲonnisとした

エジプ lからの原記戦とー叙するとL、う 。

(j料開花ー北海道大制l俸制刷憾敬室)
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JJ4:i栄知学会第 2回総会I!IMIi!

本会第 2 [TIJ総会は去る 10 月 末 日本相íR4'!il ~と会大会の京都市にUFlf注されたの を機と して

その第1日間の 10月26日午後71奇から京都大与をI:tl央食堂に於て行われた。 出席者 43名

甚だ脱会であった。先ず議長として平野安防士を選出， 会長の挨拶後舟橋斡:rl-;:より昭和28

年度の庶務会計の報告(J.lUWUl;の通り)があり， 叉会員諸氏より会費納入， 部品編集等の件

に関し意見の関税iがあり，更に明年度は*直牧冬:会がf).，島に於て行われる直前に岡山市に於

て本会第 3回総会を開催するおを満場一致にて決定した。かくして総会を終り会員九州大

学農学部水医学:科治則11宗肯防士より約 40分に豆 りサンゴ誌に関する講演があり，終って

標本因究，務談の後午後日時期会した。
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